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主
な
事
業

（
一
般
会
計
）

本
年
度
は
こ
ん
な
仕
事
を
し
ま
す

本
年
度
は
こ
ん
な
仕
事
を
し
ま
す

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度

　
　
　
ま
ち
の
予
算

　
　
　
ま
ち
の
予
算

主
要
事
業

主
要
事
業

令
和
２
年
度
の
予
算
額
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
て

一
般
会
計
で
５
０
０
４
万
７
千
円
（
０
・
５
％
）
の
減
少
、

特
別
会
計
合
計
で
３
億
３
７
５
５
万
３
千
円
（
10
・
３
％
）
の
減
少
、

企
業
会
計
合
計
で
６
０
０
５
万
１
千
円
（
３
・
５
％
）
の
減
少
、

総
額
で
は
４
億
４
７
６
５
万
１
千
円
（
３
・
２
％
）
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出
90億6,926万9千円

土木費(14.5％)
13億1,010万1千円

農林水産業費(11.5%)
10億4,503万3千円

職員費(14.6%)
13億2,546万5千円

民生費(13.7%)
12億4,083万2千円

公債費(14.2%)
12億8,930万6千円

教育費(8.1%)
7億3,857万0千円

衛生費(8.3%)
7億5,484万2千円

消防費(4.1%)
3億7,159万7千円

総務費(7.3%)
6億5,700万7千円

商工費(2.9%)
2億6,390万7千円

議会費(0.7%)
6,530万2千円

その他(0.1%)
730万7千円

その他の依存財源（0.4％）
　　　　　3,787万7千円

地方消費税交付金（1.9％）
1億6,954万9千円

地方譲与税（2.0％）
1億8,074万8千円

道支出金（6.0％）
5億4,187万0千円

国庫支出金（6.3％）
5億6,904万7千円

町債（8.4％）
7億6,293万2千円

地方交付税（47.0％）
42億6,197万5千円

その他の自主財源（0.4％）

寄附金（0.7％）

分担金及び負担金（0.8％）

使用料及び手数料（1.8％）

諸収入（5.3％）

3,924万6千円

6,700万3千円

7,543万1千円

1億5,991万1千円

4億8,096万6千円

繰入金（9.0％）
8億1,994万4千円

町税（10.0％）
9億0,277万0千円

依
存

財
源

72.0

歳入
90億6,926万9千円

自主
財

源
28.0％

％

総額90億6,926万9千円

一般会計の内訳

（
仮
称
）
芽
登
集
落
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
芽
登
集
落
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
事
業

２
３
１
１
万
１
千
円

　

令
和
元
年
度
に
建
設
し
た
（
仮
称
）
芽
登

集
落
セ
ン
タ
ー
の
外
構
整
備
を
行
い
ま
す
。

�

３
９
１
４
万
３
千
円

　

寄
附
金
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
に
よ
る
収
入

シ
ス
テ
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

寄
附
申
込
シ
ス
テ
ム
・
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・
寄

附
受
付
・
入
金
・
顧
客
・
配
送
・
在
庫
管
理

介
護
人
材
確
保
対
策
事
業

介
護
人
材
確
保
対
策
事
業

７
９
３
万
０
千
円

　

町
内
の
介
護
保
険
施
設
や
障
害
者
福
祉
施

設
で
働
く
人
材
の
確
保
の
た
め
、
①
新
た
に

町
内
施
設
へ
就
職
す
る
方
を
対
象
と
し
て
補

助
金
を
支
出
、
②
足
寄
高
等
学
校
を
卒
業
し

て
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
へ
入
学
す
る
方
に

対
し
修
学
資
金
を
貸
し
付
け
、
③
介
護
職
員

初
任
者
研
修
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
研

修
を
町
内
で
開
催
、
④
介
護
福
祉
士
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

保
護
者
負
担
金
無
償
化
事
業

保
護
者
負
担
金
無
償
化
事
業

２
８
３
７
万
４
千
円

　

各
保
育
所
、
家
庭
的
保
育
事
業
、
学
童
保

育
所
の
保
護
者
負
担
金
を
補
助
し
、
無
償
化

を
す
る
こ
と
で
子
育
て
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

９
８
５
８
万
２
千
円

　

平
成
27
年
度
か
ら
「
図
書
館
化
」
を
中
心

と
し
た
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
は
外
壁
、
外
装
等
の
改
修
を

実
施
し
ま
す
。

森
林
環
境
推
進
事
業

森
林
環
境
推
進
事
業

５
０
３
１
万
５
千
円

　

森
林
環
境
譲
与
税
を
使
い
、
森
林
施
業
の

実
施
や
森
林
資
源
の
維
持
造
成
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

を
包
括
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
（
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金
）

を
さ
れ
た
方
へ
の
お
礼
と
し
て
足
寄
町
の
特

産
品
を
贈
呈
し
、
寄
附
金
収
入
の
確
保
お
よ

び
本
町
の
特
産
品
を
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金

住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金

５
０
０
０
万
０
千
円

　

住
宅
、
中
古
住
宅
の
購
入
、
店
舗
・
事
務

所
等
を
対
象
に
、
町
内
建
設
業
者
等
に
よ
り

新
築
・
改
修
・
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
行

う
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
、
定
住
人
口

確
保
お
よ
び
地
域
経
済
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
よ
り
、
基
準
に
該
当
す
る
空
き

家
の
解
体
を
追
加
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業

親子で楽しむ「おはなし会」親子で楽しむ「おはなし会」

町認定こども園どんぐり町認定こども園どんぐり
「あそびうたコンサート」「あそびうたコンサート」
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子どもが元気に遊ぶ「お山の複合遊具」

学校給食の様子
（足寄小学校）

（
企
業
会
計
）

配
水
設
備
工
事
費

配
水
設
備
工
事
費

（
上
水
道
事
業
会
計
）

（
上
水
道
事
業
会
計
）

建
設
改
良
費

建
設
改
良
費

（
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
）

（
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
）

（
特
別
会
計
）

公
共
下
水
道
管
渠
等
整
備

公
共
下
水
道
管
渠
等
整
備

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

�

８
１
８
５
万
１
千
円

　

道
路
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
の
移
設
・

拡
張
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

�

３
３
６
９
万
９
千
円

　

検
体
検
査
シ
ス
テ
ム
等
の
医
療
機
器
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

�

３
億
１
３
９
３
万
９
千
円

　

管
渠
新
設
工
事
、
管
渠
実
施
調
査
設
計
等

を
実
施
し
ま
す
。

里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業

里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業

５
６
６
２
万
３
千
円

　

「
里
見
が
丘
公
園
再
整
備
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
、
新
た
な
観

光
資
源
と
し
て
さ
ら
な
る
活
用
を
目
的
に
再

整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
公

園
灯
の
更
新
や
野
球
場
の
改
修
等
を
実
施
し

ま
す
。

指
定
避
難
所
非
常
用
電
源
設
備

指
定
避
難
所
非
常
用
電
源
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業

３
９
９
３
万
０
千
円

　

停
電
対
策
と
し
て
指
定
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
非
常
用
電
源
設
備

を
整
備
し
ま
す
。

足
寄
町
学
習
塾
運
営
経
費

足
寄
町
学
習
塾
運
営
経
費

３
５
８
４
万
０
千
円

　

足
寄
高
等
学
校
の
生
徒
の
学
力
向
上
を
支

援
し
、
同
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

足
寄
町
学
習
塾
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事
業

足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事
業

２
８
１
０
万
７
千
円

　

足
寄
高
等
学
校
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
支
援
し
、
足
寄
高
等
学
校
存
続
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
足
寄
高
等
学
校
第
１
学

年
を
姉
妹
都
市
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
に
派

遣
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
中
心
と
し
た
研
修

に
よ
り
国
際
社
会
に
対
応
す
る
豊
か
な
人
間

育
成
を
図
り
ま
す
。

足
寄
高
等
学
校
通
学
費
補
助
事
業

足
寄
高
等
学
校
通
学
費
補
助
事
業

２
７
４
８
万
７
千
円

　

足
寄
高
等
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
へ
通
学

費
・
下
宿
費
等
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
高

校
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

入
学
一
時
金
、
見
学
旅
行
補
助
な
ど
も
行
い

ま
す
。

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

�

２
４
０
０
万
４
千
円

　

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
金
を
補
助
し
、

無
償
化
を
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
の
支
援
を

図
り
ま
す
。

公
営
住
宅
建
替
事
業

公
営
住
宅
建
替
事
業

１
億
３
８
９
４
万
１
千
円

　

は
る
に
れ
団
地
に
公
営
住
宅
を
１
棟
５
戸

建
設
す
る
ほ
か
、
次
年
度
以
降
の
建
設
に
向

け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

４.８　足寄中学校４.８　足寄中学校

４.８　芽登小学校４.８　芽登小学校

４.８　螺湾小学校４.８　螺湾小学校

４.1　芽登保育所４.1　芽登保育所

４.1　螺湾保育所４.1　螺湾保育所

４.１　町認定こども園どんぐり４.１　町認定こども園どんぐり

４.８　大誉地小学校４.８　大誉地小学校

４.８　足寄小学校４.８　足寄小学校

４.８　足寄高等学校４.８　足寄高等学校

入
園
・
入
学
お
め
で
と
う

入
園
・
入
学
お
め
で
と
う

整備が進む「はるにれ団地」

昨年度の海外研修派遣事業
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新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す
（
４
月
１
日
付
）

交通安全を心掛けて
　高齢者の交通事故防止について学ぼうと上

足寄老人クラブ（西村啓一会長）が交通安全

教室を開催し、会員10名が参加しました。本

別署螺湾駐在所の近藤隆元・巡査部長を講師

に道内の交通事故の現状や高齢者が自動車運

転中や歩行中に起こる事故の特徴や日ごろの

生活で気を付けるべき事を学びました。

4/94/9

　「郷土資料館パネル展～あしょろの歴史～」

が町民センターロビーで開催されました。

　会場では、旧石器時代から開拓時代を経て

現代までに起こったことが16枚のパネルでわ

かりやすく解説されており、来館者はまちの

あゆみをじっくりと眺めながら関心していま

した。

まちの歴史を知って 4/164/16

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

児童生徒にマスクを手作り

新規就農者を激励
　町農業再生協議会（会長：渡辺俊一町長）

主催の新規就農者激励会が役場町長室で開催

され、平成28年４月から町内の複数の牧場で

研修を重ね、本年１月に大誉地（上大誉地地

区）で経営を開始した埼玉県出身の渡辺耕平
さ
ん家族を激励しました。町認定の新規就農者

は17組目となり、現在２組が就農に向け、研

修中です。

3/303/30

写真を希望の方は広報広聴担当まで写真を希望の方は広報広聴担当まで

　町婦人ボランティアクラブ（渡部美子会長）

の会員８人が新型コロナウイルスの感染拡大

が原因で品切れが続く中、マスクのない児童

生徒たちに使用してもらうため配布するマス

ク４００枚を手作りしました。渡部会長は「根

気のいる作業ですが、子どもたちのために一

生懸命作りたい」と話しました。

4/34/3

石
いし

黒
ぐろ

　勇
ゆう

輝
き

建設課建設室
主事補

年
齢　

20
歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

冷
凍
保
存

「
至
ら
な
い
点
が
多
く
あ
り
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
が
、
１
日
で

も
早
く
仕
事
を
覚
え
皆
さ
ん
の
力
に
な

れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
た
い
で
す
。

そ
し
て
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実

し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
」

佐
さ

藤
とう

　琴
こと

美
み

教育委員会教育総務室
主査（足寄小学校教諭）

年
齢　

38
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

ス
ポ
ー
ツ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

「
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
大
好
き
な
子
ど

も
た
ち
と
関
わ
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
子
ど
も
一
人
一
人
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
学

び
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
ま
す
」

新
にい

津
つ

　典
のり

子
こ

福祉課総合支援相談室

主任保健師

年
齢　

44
歳　

出
身　

音
更
町

趣
味　

読
書

「
新
規
採
用
職
員
と
し
て
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進

の
た
め
、
保
健
師
と
し
て
よ
り
一
層

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

濱
はま

本
もと

　直
なお

美
み

国民健康保険病院
看護師

年
齢　

36
歳　

出
身　

札
幌
市

趣
味　

ド
ラ
イ
ブ

「
札
幌
か
ら
転
入
し
て
２
年
が
経
ち
、

自
然
豊
か
な
町
で
生
活
が
で
き
て
嬉
し

い
で
す
。
地
域
の
方
が
安
心
し
て
治
療

や
通
院
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
患
者

さ
ん
の
思
い
を
把
握
し
、
意
思
を
尊
重

し
た
ケ
ア
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

蓑
みの

島
しま

　秋
あき

奈
な

国民健康保険病院
准看護師

年
齢　

35
歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

音
楽
鑑
賞

「
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
日
々
先
輩

方
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
１
日
で
も
早
く
町
の
皆

さ
ん
に
信
頼
、
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」

中
なか

川
がわ

　兼
けん

太
た

建設課建設室
技師補

年
齢　

19
歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

体
を
動
か
す
こ
と

「
こ
れ
か
ら
町
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
き
、
地
域
の
方
々
、
職
員
の
方
々

か
ら
と
て
も
良
い
人
だ
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
何
事
に
も
全
力
で
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

廣
ひろ

田
た

　裕
ひろ

美
み

給食センター
主任公務補

年
齢　

42
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

食
べ
歩
き
、
旅
行

「
準
職
員
時
代
に
培
っ
た
経
験
を
も
と
に
、

今
後
も
町
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
食
の
原
点
を
学
び
、

健
康
に
な
る
給
食
を
目
指
し
、
子
ど
も

た
ち
の
第
二
の
母
と
な
れ
る
よ
う
、
食

育
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

菅
すが

原
わら

　和
かず

実
み

国民健康保険病院
看護師

年
齢　

22
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

野
球
観
戦

「
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
持
っ

て
い
る
技
術
や
知
識
を
生
か
し
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
少
し
で

も
苦
痛
や
不
安
な
ど
を
軽
減
し
て
い
た
だ

け
る
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

澤
さわ

山
やま

　彩
あや

沙
さ

国民健康保険病院
看護師

年
齢　

37
歳　

出
身　

士
別
市

趣
味　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
テ
レ
ビ
鑑
賞

「
13
年
ぶ
り
に
職
員
と
し
て
復
帰
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
必
要
と
さ

れ
る
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
で
す
。
安
心
安
全
な
町
づ
く

り
の
一
役
を
担
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

山
やま

村
むら

　祐
ゆう

一
いち

国民健康保険病院
主任公務補

年
齢　

42
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

ス
ポ
ー
ツ

「
終
わ
り
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
脅
威
に
暗
く
な
り
が
ち
な
こ

ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
明
る
く
、
元
気

に
地
域
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
お
越
し

い
た
だ
け
る
病
院
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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町防災無線戸別受信機の
受け取り・返却はお済みですか？

足寄ふるさと花まつり実行委員会
からのお知らせ

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

あしバスへの
ご意見を募集しています！

詳　細　役場総務課企画調整担当

　　☎２５－２１４１　内線３１７

　これまで38回開催してきました「足寄ふるさ

と花まつりに替えて、町の特産品である螺湾ブ

キを広く発信し、より地域振興に結び付くイベ

ントとして６月下旬に開催を検討しておりまし

た「足寄ふるさとラワンぶきまつり」は新型コ

ロナウイルスの感染が拡大している状況を考慮

し、中止することといたしました。

　これまで国や北海道の発表を注視しながら開

催の準備を進めて参りましたが、お客さまや関

係者の健康・安全を第一に考え、今年度の開催

は中止せざるを得ないと判断いたしました。

　心待ちにしてくださった多くの方々をはじめ、

関係者の皆さまから、これまでいただいたご支

援・ご協力に心から感謝申し上げ、ご理解くだ

さいますようよろしくお願い申し上げます。

新入学の小学1年生へ
善意のご寄贈ありがとうございます

身体等に障がいのある方の軽自動
車税(種別割）の減免について

　あしバス（市街地循環コミュ

ニティバス）は平成26年10月か

ら本格運行を開始し、町国民健

康保険病院などの医療機関や役

場・総合体育館などの公共施設、

商店街などを循環しています。昨年４月から本

年３月までの１年間で、延べ１１７９０人（１

日平均41人）にご利用いただきました。

　利用料金は１回の乗車につき１００円ですが

65歳以上の方や障がいのある方、学生等は無料

となり、希望者には無料乗車パスポートを発行

しています。

あしバスの利便性向上を図ります

　より多くの皆さんにご利用いただける「町民

の足」となるよう、運行ルート・時刻表の見直

しを検討するため、皆さんからのご意見を募集

します。お寄せいただいたご意見は利便性のほ

か、効率性、安全性等、さまざまな視点から地

域公共交通活性化協議会で協議し、できる限り

反映できるよう検討を進めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

詳細・申込先　役場住民課課税担当

　☎２５－２１４１　内線２３４・２３５

　身体等に障がいがあり歩行が困難な方が使用

する軽自動車等で、下記の２要件を満たした方

は、申請により軽自動車税（種別割）の減免を

受けることができます。

要件１　対象となる軽自動車等

１．障がいのある方が所有する車両

２．18歳未満の身体に障がいのある方と生

　　計を一にする方が所有する車両

３．精神に障がいのある方と生計を一にする

　　方が所有する車両

４．構造が障がいのある方の利用に供する

　　ための車両

要件２　対象車両を運転される方

１．対象車両を所有する障がいのある方

２．障がいのある方と生計を一にする方

３．障がいのある方のみで構成される世帯に

　　限り、常時介護する方

　なお、減免の適用は１台限りです。普通乗

用車等で減免を受けている方は対象外となりま

す。

申請手続

　減免の申請をされる方は、下記を持参のうえ、

５月25日㈪までに住民課課税担当までお越しく

ださい。

１．身体障害者手帳等、２．自動車運転免許証、

３．自動車検査証、４．送付された軽自動車税

(種別割）納税通知書、５．印鑑

※減免申請用紙にマイナンバー記載欄がありま

すので、準備をお願いします。

寄贈元 寄贈品

足寄ライオン会
（後藤　昇会長） ランドセルカバー

足寄町交通安全協会
（菅原智美会長） ぬりえセット

足寄町商工会　女性部
（進藤晴子部長） えんぴつ

（公社）十勝交通育英会 交通安全黄色い傘

（一社）帯広建設業協会 ファスナーファイル

詳　細　役場経済課商工観光・エネルギー担当

　　☎２５－２１４１　内線２５１

交通安全指導員になりませんか

年に1度は健康チェック
国保特定健診・生保・すこやか・小児健診・後期高齢者健診・各種がん検診
のお知らせ

　　

詳細・申込先　役場福祉課保健推進担当　　　☎２５－２５７１（直通）

日　　　時　　６月24日㈬～26日㈮午前６時～10時（先着順時間予約制）

場　　　所　　町民センター多目的ホール

申込期限　　５月22日㈮午後５時まで

そ の 他　 　 生活保護世帯の方は無料

詳　細　役場住民課住民生活担当

　　☎２５－２１４１　内線２２１・２２３　

　町交通安全指導員は、歩行者の交通安全の指

導や啓発、普及を行うのが主な業務です。

　子どもたちの通学を見守りたいなど、交通安

全教育や指導に興味がある方を随時募集してい

ます。

　指導員には、交通安全教室や交通安全指導な

どに出席していただきますが、全ての教室等に

参加していただくということではなく、出席可

能な日程のみご協力をお願いしています。

募 集 人 員　若干名

資格 ・対象　町内に居住する方

　　　　　　普通自動車免許

主 な 活 動　朝の定例街頭指導毎月２回

　　　　　　時間：午前７時30分～８時30分

　　　　　・町内小中学校の交通安全教室

　　　　　・町内各種行事での

　　　　　　交通安全指導など

報 酬　日額３千円

制 服 等　貸与

健 診 名 対　象（年度内年齢） 料　　　金

国保特定健診 ・町国民健康保険加入者（40歳～74歳）
無料
※�次の検査を希望の方は別途追加料金が掛かりま
す。

・心 電 図：１，６５０円
・眼底検査：１，１００円

生保・すこやか
小児健診

・小学４年生～中学３年生
・35歳～39歳の町民
・生活保護受給者（40歳以上）

後期高齢者健診 ・町後期高齢者医療保険加入者
　（75歳以上）

胃・肺・大腸がん検診 ・40歳以上の方

・胃 が ん：２，１００円（胃バリウムＸ線撮影）
・肺 が ん：７００円（胸部Ｘ線撮影）
・大腸がん：７００円（便潜血反応検査）
※�節目検診で別途個別通知が届いた方は無料

前立腺がん検診 ・50歳以上の男性の方 ９００円

肝炎ウイルス検診 ・�35歳以上で肝炎ウイルス検査を受け
たことがない方

・Ｃ型肝炎ウイルス検診：５００円
・Ｂ型肝炎ウイルス検診：３００円

エキノコックス検診 ・小学３年生以上の町民（５年に１回） ４００円（中学生以下無料）

風しん抗体検査 ・昭和37年４月２日～昭和54年２月１日
　生まれの男性 無料

詳　細　役場総務課企画調整担当

　　　　☎２５－２１４１　内線３１８　

　本町では防災行政無

線のデジタル化更新に

伴い、町内の全世帯お

よび事業所に戸別受信

機の貸し付けを行って

います。戸別受信機を

設置すると、聞こえづらいなどの問題を解消し

室内で情報を聞くことができるようになります。

また、戸別受信機には聞き逃してしまった放送

を再生する機能もついており、より確実に情報

を得ることができるようになります。

　戸別受信機の貸し付けは、役場２階総務課に

て行っています。また、戸別受信機を受け取っ

ている方で町外に転出される方は戸別受信機の

返却をお願いします（官舎・社宅等据え付けを

除く）。

※足が不自由な方などで来庁が難しい方には、

別途対応しますので、ご連絡ください。

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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購入した部活動備品「バッティングマシーン」

心
温
ま
る
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　
　

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金

　

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
）」
と
は
〝
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
〟〝
ふ

る
さ
と
を
応
援
し
た
い
〟
と
思
う
方
が
、
地

方
公
共
団
体
に
寄
附
を
し
た
場
合
、
２
０
０

０
円
を
超
え
る
額
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度

ま
で
住
民
税
と
所
得
税
が
控
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。

全
国
か
ら
の
応
援
に
感
謝
！

　

昨
年
度
は
、
首
都
圏
を
は
じ
め
、
全
て
の

都
道
府
県
に
お
住
ま
い
の
方
々
か
ら
、
１
９

１
７
件
、
５
２
６
４
万
６
千
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
で
公
表
を
希
望
さ

れ
た
方
の
み
、
氏
名
、
寄
附
金
額
な
ど
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
平
成
26
年
６
月
か
ら
、
町
外
に
在

住
の
方
か
ら
の
寄
附
に
対
し
、
寄
附
額
に
応

じ
て
農
畜
産
物
や
加
工
品
な
ど
、
町
の
特
産

品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
寄
附
者
か
ら
は
「
美

味
し
い
チ
ー
ズ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」「
毎

年
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」「
子

ど
も
た
ち
の
育
成
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

「
美
し
い
自
然
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
「
ふ
る
さ
と
足
寄

応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
む
事
業
、
地
域
産
業
や
観
光

の
振
興
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る
事
業
な

ど
、
寄
附
を
さ
れ
た
方
の
意
向
に
沿
っ
て
足

寄
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
は
「
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
基
金
」

を
活
用
し
、
介
護
人
材
確
保
対
策
事
業
、
保

育
料
の
無
償
化
、
子
育
て
出
産
金
贈
呈
事
業
、

足
寄
高
等
学
校
振
興
会
部
活
動
備
品
購
入
補

助
、
図
書
館
図
書
購
入
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

協
力
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
本
町
へ
の
寄

附
促
進
と
地
元
特
産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
、
販
売

推
進
及
び
地
元
企
業
の
活
性
化
な
ど
の
相
乗

効
果
を
図
る
た
め
、
寄
附
者
に
お
礼
の
品
と

し
て
贈
呈
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
礼
の
品
は
、
足
寄
町
の
魅
力
発
信
に
つ

な
が
る
も
の
で
、
か
つ
、
町
内
で
生
産
、
採

取
、
加
工
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
商
品
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
地
方
創
生
推
進
担
当
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９

　

町
で
は
、
足
寄
町
を
愛
し
、
応
援
し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
財
源 

と
し
て
各
種
事
業
を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
平
成
20
年 

９
月
に
「
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

事業イメージ

協力事業者寄附者

足寄町

④特産品の発送

①寄附
②特産品の選択

③住所・氏名

※お礼の品の手配、顧客・配送
等データの適正管理等を行う「と
りまとめ業者」が足寄町と協力
事業者の間に入ります。
そのため、③住所・氏名等のデ
ータは、とりまとめ業者からの
ご連絡となります。

本
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
３

人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
本
原
理
と
す
る
日

本
国
憲
法
の
下
で
、
人
権
に
関
す
る
諸
制
度
の
整
備
や
諸
施
策

の
推
進
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
状
は
同
和
問
題
な
ど
社
会
的
身
分
や
門
地
に
よ

る
不
当
な
差
別
や
人
種
、
信
条
、
性
別
な
ど
に
よ
る
差
別
や
人

権
侵
害
が
存
在
し
、
ま
た
国
際
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
、
情
報

化
等
の
社
会
変
化
に
伴
い
、
人
権
に
関
す
る
新
た
な
課
題
も
生

じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
い
つ
で
も
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
離
婚
相
談
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
や
借
地
借
家
等

の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
事
な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
対
応
し
ま

す
。

　

学
校
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
皆
さ

ん
が
「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
難
し
い
手
続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

開
設
時
間　

平
日

：

午
前
８
時
40
分
～
午
後
５
時
５
分

　
　
　
　
　
　

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く

�
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行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
委
員
が
、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
苦
情
そ
の
他
相
談
や
意

見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
関
係
行
政
機
関
の
間
に
立
っ
て
、
公

正
・
中
立
の
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
ん
な
相
談
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
国
道
の
道
路
標
識
が
わ
か
り
に
く
い

・
国
の
施
設
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
し
て
ほ
し
い

　

な
ど
の
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

行
政
へ
の
相
談
・
苦
情
は

行
政
相
談
委
員
へ

小　林　雅　子さ
ん 寺　地　　　優さ

ん西　東　文　雄さ
ん

行政相談委員

人 権 擁 護 委 員

先　崎　三　朗さ
ん

南１－４　☎25－4974

◆
定
例
行
政
相
談
会

　
日　

時
　
毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
場　

所
　
社
会
福
祉
協
議
会

◆�

釧
路
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

ン
タ
ー
で
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

『
行
政
苦
情
１
１
０
番
』

☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 制 度 の 見 直 し に つ い て ～

詳　細� 北海道後期高齢者医療広域連合　　　☎０１１－２９０－５６０１

� 役場住民課保険担当　　　　　　　　☎２５－２１４１内線２１６

■ 均等割の軽減割合が見直しされました

●保険料均等割軽減の割合が、次のとおり見直しされました。

【令和元年度】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

３３万円（かつ、被保険者全員が所得０円）

※年金収入のみの場合、受給額80万円以下
８割軽減

３３万円 ８. ５割軽減

【令和２年度から】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

３３万円（かつ、被保険者全員が所得０円）

※年金収入のみの場合、受給額80万円以下
７割軽減

３３万円 7.75割軽減

■ 均等割２割・５割軽減の範囲が見直しされました

●保険料均等割軽減のうち、２割・５割軽減に係る所得判定基準が、次のとおり見直しされました。

【令和元年度】

【令和２年度から】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（2８万円×世帯の被保険者数） ５割軽減

33万円＋（5１万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（2８万5千円×世帯の被保険者数） ５割軽減

33万円＋（5２万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

■令和２年度の保険料の計算方法

●�保険料額は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、前年の所得に応じて負担する

「所得割額」の合計で計算します。

※年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

均　等　割
【１人当たりの額】

5２, ０４８円

所　得　割
【被保険者本人の所得に応じた額】

（令和元年中の所得－33万円）×10.98％

１年間の保険料
【限度額64万円】

（100円未満切り捨て）
＋ ＝

● 所得とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引い

　たものです。

■ １年間の保険料の賦課限度額が見直しされました

● 保険料の賦課限度額が、次のとおり見直しされました。

令和元年度 ６２万円 令和２年度 ６４万円

13132020. ５
広報あしょろ
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例
え
ば
こ
の
よ
う
な
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
知
的
障
が
い
の

子
ど
も
が
お
り
、

子
ど
も
の
将
来
が

不
安
。
私
も
高
齢

に
な
り
、
い
つ
ま

で
面
倒
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
し
、
子
ど
も
の
財
産
の
管
理
や
生
活
の
場

に
不
安
が
あ
る
。

・
親
戚
に
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
い
る
が
、

子
ど
も
は
い
な
く
、
最
近
物
忘
れ
が
多
く
な

っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
で
き
る
こ
と
は

手
伝
っ
て
き
た
が
、
財
産
の
こ
と
な
ど
ど
う

し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
し
、
き
ち
ん
と

し
た
と
こ
ろ
に
お
願
い
し
た
い
。

●
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
に
係
る
人
材
の

育
成
・
活
動
支
援

　

「
市
民
後
見
人
」
や
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
の
「
生
活
支
援
員
」
な
ど
権
利
擁
護
に

関
わ
る
人
材
の
養
成
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
の
開
催
、
助
言
指
導
な
ど
に
よ
り
活
動
支

援
を
図
り
ま
す
。

足
寄
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

足
寄
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

●
成
年
後
見
制
度
の
普
及
・
啓
発

　

町
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
の
方
々
に
向

け
て
「
成
年
後
見
制
度
」

へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

●
法
人
後
見
の
受
任

　

家
庭
裁
判
所
の
審
判

に
基
づ
き
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
法
人
と
し

て
後
見
を
行
い
ま
す
。

　

無
料
法
律
相
談
開
催
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
別
ひ
ま
わ
り
基

金
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
を
年
５
回
開
催
い
た
し
ま
す
。「
住
ま

い
に
関
す
る
こ
と
」「
夫
婦
・
子
ど
も
の
問
題
」

「
相
続
・
遺
言
」「
負
債
の
整
理
」
な
ど

内
容
は
限
定
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
　
　
　

７
月
９
日
、
９
月
10
日
、

　
　
　
　
　
　
　

11
月
12
日

　
　
　

令
和
３
年
１
月
14
日
、
３
月
14
日

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時　

※
お
１
人
30
分
程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
各
市
町
村
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

必
要
な
支
援
を
包
括
的
に
行
う
地
域
の
中
核

機
関
で
す
。
本
町
で
は
役
場
福
祉
課
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
町
の
状
況
と
、

そ
れ
に
関
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
令
和
２
年
３
月
末
現

在
40
．
１
％
、
令
和
７
年
に
は
41
．
４
％
に

な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
帯
状
況
で
は
核
家
族
化
が
進
み
、
高
齢

者
の
独
居
世
帯
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
者
数
は
、
団
塊
の
世
代
の
方

が
75
歳
に
な
る
た
め
令
和
７
年
に
は
５
０
０

人
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

 　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
介
護
予
防
を
行
い
、
ま
た
、

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

◎
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
関
す
る
介
護
相

談
、
生
活
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
介
護

に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
や
町
の
資
源
を
活
用
し
た
総
合
的

な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
よ
う
、
介
護
予

防
を
行
っ
て
い
ま
す

　

介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢

者
が
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
要
支

援
１
・
２
の
方
等
に
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
の

各
種
教
室
の
開
催
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治

会
等
に
出
向
き
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
や
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
講
話
も
行
っ
て

い
ま
す
。

◎
高
齢
者
や
障
害
者
の
権
利
を
守
り
ま
す

　

民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
関
係

者
、
他
の
機
関
の
方
々
と
連
携
を
と
り
、
高

齢
者
虐
待
や
消
費
者
被
害
の
早
期
発
見
や
対

応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

◎
関
係
機
関
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　

町
内
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
関
係
機
関

が
連
携
を
取
り
や
す
い
よ
う
環
境
調
整
を
し

た
り
、
学
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
専
門
職
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
師
・

社
会
福
祉
士
・
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

理
学
療
法
士
な
ど
の

専
門
職
が
お
り
、
連

携
を
取
り
な
が
ら
総

合
的
に
高
齢
者
の
生

活
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－

９
２
０
０

　２月、膝関節痛や腰痛予防のための

ストレッチ教室を開催しました。町民

の皆さんが要介護状態にならないよう、

介護予防に力を入れています。

開
催
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会

相
談
受
付　

事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
必
要
事
項
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

料　
　

金　

相
談
料
は
無
料
で
す
。

※
業
務
を
委
任
し
た
場
合
は
、
別
途
料
金
が

か
か
り
ま
す

詳　

細　

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

開
設
時
間

平
日

：

午
前
８
時
40
分
～
午
後
５
時
５
分

　
　
　

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く

☎
28

－

０
７
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

９
０
２
１

h
ttp
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w
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i.jp
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sh
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ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　

成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
「
成

年
後
見
制
度
」
や
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
な
ど
の
権
利
擁
護
に

関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
、
利
用
に
つ
い
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
お
手
伝
い
し
ま
す

●
成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
に
関
す
る
相
談
・
支
援

　

電
話
や
窓
口
で
、
成
年
後

見
制
度
な
ど
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る

た
め
の
手
続
き
や
申
し
立
て
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。　

0

20

40

60 高齢化率の推移（％）

昭和55年 平成２年 平成12年 平成31年 令和２年 令和７年（推計）

65歳以上 8.5 15.9 31 39.4 40.1 41.4

75歳以上 2.9 5.5 15.1 22.1 22.3 26.5

8.5

2.9

15.9

5.5

31

15.1
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22.1

40.1

22.3
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400
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要介護認定者数の推移（人）
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成
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成
17
年

平
成
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平
成
27
年
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成
31
年

令
和
７
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計
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足寄小学校

文241

南5条1丁目

南７条1丁目

エネオス

成年後見支援センター

（社会福祉協議会内）



1616 2020. ５
広報あしょろ17172020. ５

広報あしょろ

お
薬
で
医
療
費
節
約
！

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
お
使
い
で
す
か
？

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ
第
90
回

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

〇
飲
み
忘
れ
や
自
己
判
断
で
服
用
を
や
め
て

余
っ
た
薬
の
こ
と
を
「
残
薬
」
と
い
い
ま
す
。

役
場
に
と
き
ど
き
「
薬
は
何
ご
み
？
」
と
い

う
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
（
ち
な
み
に

薬
剤
本
体
は
「
燃
や
す
ご
み
」
で
す
）
が
、

薬
剤
費
を
支
払
っ
て
ご
み
に
し
て
し
ま
う
の

は
も
っ
た
い
な
い
。

〇
「
残
薬
」
が
増
え
て
し
ま
う
理
由
は
様
々

で
す
が
「
飲
み
に
く
い
」「
種
類
が
多
す
ぎ
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
医
師
・
薬
剤
師
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
カ
レ
ン
ダ
ー
に
マ

ル
を
つ
け
る
な
ど
飲
み
忘
れ
を
防
ぐ
工
夫
も

有
効
で
す
。

〇
「
残
薬
」
が
あ
る
場
合
、

医
師
・
薬
剤
師
に
相
談
し

た
う
え
で
、
薬
局
に
持
参

し
ま
し
ょ
う
。
条
件
に
も

よ
り
ま
す
が
「
残
薬
」
を

再
利
用
す
る
「
残
薬
調
整
」

で
薬
剤
費
の
節
約
が
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
制
度

児
童
手
当
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
手
当
て
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭

な
ど
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や

か
な
成
長
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

支
給
対
象

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
（
満
15
歳
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童

受
給
資
格
者

　

足
寄
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
支
給
対
象

児
童
を
養
育
し
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
母

等
で
原
則
、
所
得
の
高
い
方

支
給
額

①
所
得
制
限
限
度
額
未
満
の
方

　

・
３
歳
未
満
１
５
０
０
０
円

　

・
３
歳
以
上
小
学
生
以
下
１
０
０
０
０
円

　
　

（
第
３
子
以
降
は
１
５
０
０
０
円
）

　

・
中
学
生　

１
０
０
０
０
円

②
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
方

　

・
中
学
生
ま
で
一
律　

５
０
０
０
円

そ
の
他

　

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
福
祉
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
４
４

所得制限

扶養親族等
の数

所得制限
限度額

（万円）

収入額
の目安

（万円）

０人 622.0 833.3

１人 660.0 875.6

２人 698.0 917.8

３人 736.0 960.0

４人 774.0 1002.1

５人 812.0 1042.1

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
！

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

継
続
し
て
手
当
て
を
受
給
す
る
た
め
に
毎

年
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
６
月
初

旬
頃
に
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

に
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６
月
中
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
た
現
況
届
に
よ
り
受
給
資
格

を
確
認
し
ま
す
が
、
提
出
が
な
い
場
合
に

は
６
月
分
以
降
の
支
給
が
差
止
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
少
子
高
齢
化
に
よ
り
医
療
費
が
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
そ
の
医
療
費
の
約
2
割
が
薬
剤

費
で
す
。
お
薬
代
を
見
直
し
て
医
療
費
を
節

約
し
ま
し
ょ
う
！

〇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
存
知
で
す
か
？

特
許
期
間
経
過
後
に
、
新
薬
と
同
じ
有
効
成

分
で
作
ら
れ
、
新
薬
と
同
等
の
効
果
が
あ
る

薬
の
こ
と
で
す
。
新
薬
と
比
べ
て
３
～
５
割

も
安
く
な
り
ま
す
。

〇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
良
い
と
こ
ろ
は

価
格
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
薬
よ
り
小

さ
く
し
た
り
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
り
し
て

飲
み
や
す
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
薬
も
あ
り
ま
す
。

〇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
変
え
た
い
場
合

は
医
師
・
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
処

方
箋
の
変
更
不
可
欄
に
「
×
」
や
「
✓
」
の

記
載
が
な
け
れ
ば

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
変
更
で
き

ま
す
。
短
期
間
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
変
更
す
る
「
お

試
し
調
剤
」
も
利

用
で
き
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
保
険
担
当
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いかん！

　　失念した

『ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
潜
む
ワ
ナ
！
』
の
巻

詳　

細

・
消
費
生
活
相
談
所　

☎
28

－

０
５
８
５

　
　

（
南
６

－

２　

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　

平
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

・
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

こども
サポート
情報

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
広
告
を
見
て
、
約
１
０
０
０

円
の
ニ
キ
ビ
用
ク
リ
ー
ム
を
注
文
し
、
商
品

と
一
緒
に
送
ら
れ
て
き
た
コ
ン
ビ
ニ
用
振
り

込
み
用
紙
で
代
金
を
支
払
っ
た
。
２
週
間
後
、

ま
た
商
品
が
届
い
た
の
で
販
売
業
者
に
連
絡

し
た
と
こ
ろ
「
定
期
購
入
な
の
で
、
商
品
を

５
回
受
け
取
ら
な
い
と
解
約
で
き
な
い
」
と

言
わ
れ
た
。
２
回
目
以
降
毎
月
５
０
０
０
円

以
上
も
か
か
る
定
期
購
入
コ
ー
ス
だ
と
分
か

っ
て
い
た
ら
申
し
込
ま
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
校
生　

女
性
）

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も

　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
情
報
第
１
１
５
号
か
ら
）

　

４
月
に
な
り
、
新
し
く
自
分
専
用
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
い
る
お
子
さ
ん
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
自
分
の
好
き
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

の
で
非
常
に
便
利
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
と
違

い
画
面
表
示
が
か
な
り
制
約
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
か
ら
、
画
面
を
全
て
確
認
す
る
こ
と
な

く
契
約
に
進
ん
で
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
定
期
購
入
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で

解
約
で
き
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
．
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
、
解

約
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
未
成
年
者
が
親

に
内
緒
で
注
文
し
、
お
小
遣
い
の
範
囲
を
超

え
て
い
る
よ
う
な
高
額
商
品
だ
っ
た
時
は
未

成
年
者
取
り
消
し
が
可
能
と
な
り
、
既
に
払

っ
た
１
０
０
０
円
も
返
金
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

販
売
サ
イ
ト
で
特
定
商
取
引
法
の
通
信
販
売

に
関
す
る
条
項
や
景
品
表
示
法
な
ど
に
法
律

違
反
が
あ
っ
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
表
示
だ
と
法
律
違
反
を
疑

わ
れ
ま
す
か
？

Ａ
．
一
般
の
消
費
者
が
誤
認
し
な
い
よ
う
、

景
品
表
示
法
で
は
紛
ら
わ
し
い
表
示
や
事
実

と
異
な
る
表
示
な
ど
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
合
理
的
根
拠
が
な
い
の
に
効
果
や
性

能
を
強
調
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
低
価
格
を
う
の
み
に
し
な
い
で
、
購
入
条

件
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
海
外
か
ら
の
個
人
輸
入
で
は
、
日
本
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
成
分
が
混
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
の
で
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

・
日
本
語
表
記
で
あ
っ
て
も
海
外
事
業
者
の

時
は
、
中
止
や
解
約
の
交
渉
が
困
難
に
な
る

場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

購
入
す
る
前
に
し
っ
か
り
契
約
内
容
・
返
品
条

件
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

新型コロナ
ウイルス感染症
の流行に便乗した
悪質商法に注意し
ましょう！
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Hello! Friends!

み
ん
な
の
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
に
は
、口
座
振
替
が
お
得
で
便
利
で
す
�

　

国
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
、
口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
場
合
の

「
便
利
」
で
「
お
得
」
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
と
、
自
動
引
き
落
と
し
で
納
め
忘
れ
の
心
配

が
無
く
、
金
融
機
関
等
へ
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
前
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
現
金
で
月
々
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
に
比

べ
て
割
引
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

申
込
方
法

　

口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・

押
印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し
、
年
金
事

務
所
へ
郵
送
等
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま

た
金
融
機
関
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

前
納
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

◦
口
座
振
替
の
令
和
２
年
度
分
６
カ
月
前
納

（
10
月
～
翌
年
３
月
分
）
の
締
切
日
は
、

令
和
２
年
８
月
31
日
で
す
。

◦
口
座
振
替
で
の
令
和
３
年
度
分
６
カ
月
前

納
（
４
月
～
９
月
分
）・
１
年
前
納
・
２

年
前
納
の
締
切
日
は
令
和
３
年
２
月
28
日

で
す
。

※
保
険
料
が
一
部
免
除
さ
れ
た
方
は
、
口
座

振
替
の
前
納
制
度
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

【令和２年度の納付方法と割引される金額の比較表】

前 納 種 類

割　引　額

口 座 振 替
現金 (納付書）納付

クレジットカード納付 

毎月納付（翌月末納付） － －

早割（当月末振替）
※口座振替のみ

50円 －

６カ月前納 1,130円 810円

１年前納 4,160円 3,520円

２年前納 15,840円 14,590円

国民年金保険料額（月額）

・令和２年度　１６,５４０円

・令和３年度　１６,６１０円

詳　
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帯
広
年
金
事
務
所
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役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当
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２
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４
１
内
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２
１
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「
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！
」

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ボ
ー
ウ
ィ
ー

　

足
寄
町
に
や
っ
と
春
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
私
は
桜
が
咲
く
こ
と
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
ま
だ

一
度
し
か
桜
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
に
も
桜
の

木
は
あ
る
こ
と
は
あ
る
よ
う
な
の
で
す

が
、
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
の
で
ち
ゃ

ん
と
探
さ
な
い
と
見
つ
か
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
春
の
足
寄
町
の
天
気
は
ウ
ェ

タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
よ
り
も
っ
と
快
適
で

　

し
か
し
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
の
今

年
の
春
は
い
つ
も
の
春
と
少
し
様
子
が
違

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め

政
府
は
自
粛
要
請
を
発
令
し
、
人
々
は
外

出
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
不
要

不
急
の
外
出
、
食
料
の
買
い
出
し
以
外
の

外
出
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
目

的
で
外
出
し
、
見
つ
か
っ
た
場
合
は
罰
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
日
本

と
同
じ
よ
う
に
学
校
は
休
校
に
な
り
、
カ

ナ
ダ
で
は
こ
の
休
校
が
９
月
ま
で
延
長
す

る
こ
と
が
決
ま
り
そ
う
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
今
、
自
宅
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
校

の
先
生
の
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。
早
く

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
動
が
落
ち

着
き
、
日
常
に
戻
る
こ
と
を
願
い
ま
す
！

す
。
今
の
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ

ン
市
は
ま
だ
マ
イ
ナ
ス
20
度

と
寒
く
、
５
月
の
終
わ
り
ま

で
雪
が
降
り
ま
す
。 

　
　

　

カ
ナ
ダ
の
人
々
は
春
に
な

る
と
キ
ャ
ン
プ
に
出
掛
け
ま

す
。
５
月
に
は
連
休
が
あ
り
、

人
々
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

や
ト
レ
ー
ラ
ー
に
乗
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
キ
ャ
ン

プ
を
し
に
出
掛
け
ま
す
。
バ

ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
家
庭
も

多
く
、
バ
ギ
ー
で
森
を
走
っ

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ウ
ト

ド
ア
を
楽
し
み
ま
す
。

　

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
草
。
本
州
北
部
か

ら
北
海
道
に
分
布
し
ま
す
。
低
地
か
ら
高
山

の
渓
流
沿
い
、
湿
っ
た
草
原
や
湿
地
な
ど
に

群
生
し
ま
す
。
足
寄
で
も
、
川
沿
い
の
い
た

る
所
に
大
群
落
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は

シ
カ
の
食
害
に
よ
り
大
幅
に
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
漢
字
で
「
蝦
夷
の
立
金
花
」
と
書
き
、

直
立
し
た
茎
に
金
色
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

ひ
た
し
や
和
え
物
、
天
ぷ
ら
な
ど
に
し
て
食

べ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
成
長
し
て
大
き
く
な

っ
た
も
の
は
下
痢
な
ど
の
中
毒
症
状
を
起
こ

す
そ
う
な
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
鍜
治
清
弘
・
田
代
直
明
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

か
ら
こ
の
名
が
付
き
ま
し

た
。
北
海
道
で
は
、
谷
地

に
生
息
し
丸
い
葉
が
フ
キ

の
葉
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
「
ヤ
チ
ブ
キ
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
茎
の
高

さ
は
50
～
70
㎝
で
葉
は
丸

く
、
５
～
６
月
に
か
け
て

黄
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

一
見
、
５
～
６
枚
の
花
び

ら
が
つ
い
て
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
は

萼
（
が
く
）
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
花
び
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

に
は
毒
の
あ
る
も
の
が
多

く
、
猛
毒
で
有
名
な
ト
リ

カ
ブ
ト
も
こ
の
仲
間
で
す

が
、
本
種
は
茎
、
葉
、
花

と
も
食
用
に
な
り
、
古
く

か
ら
春
の
山
菜
と
し
て
お

エゾノリュウキンカエゾノリュウキンカ
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―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

新
入
生
歓
迎
会

　

４
月
９
日
に
新
入
生
歓
迎
会
を
行
い
ま
し

た
。
校
歌
披
露
、
教
職
員
紹
介
、
生
徒
会
執

行
部
か
ら
行
事
に
つ
い
て
の
説
明
、
そ
し
て

部
活
動
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

緊
張
気
味
の
１
年
生
も
、
先
輩
た
ち
か
ら

温
か
く
迎
え
ら
れ
、
多
く
の
笑
顔
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
本
校
の
部
活
加
入
率
は
お
よ
そ
90

％
と
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
部
活
動

を
通
じ
て
し
か
得
ら
れ
な
い
経
験
も
あ
る
の

で
、
何
ら
か
の
部
活
動
に
入
部
し
、
仲
間
と

交
流
し
、
自
分
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
１
年
生
の
皆
さ
ん
、
文
武
両
道
で

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
！

準
備
期
間
が
短
い
中
、
生
徒
会
執
行
部
の
皆

さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

詳　

細　

足
寄
高
等
学
校
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－

２
２
６
９

入
学
式

　

４
月
８
日
、
令
和
２
年
度
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
、
62
人
の
入
学
者
が
足
寄
高
校
で
出
会

い
ま
し
た
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る

３
年
間
に
な
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
応
援
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
来
賓
並
び
に
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
ご
臨
席
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
入
生

と
教
職
員
の
み
の
異
例
の
入
学
式
と
な
り
ま

し
た
。
新
入
生
は
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で

式
に
臨
み
、
式
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
も
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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・
相
談
受
付
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
～

午
後
４
時
ま
で
（
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月

３
日
を
除
く
）

・
広
域
相
談
員
の
配
置
場
所

　

公
益
社
団
法
人
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
内

・
相
談
の
方
法

　

広
域
相
談
員
２
人
を
配
置
し
、
面
談
、
電

話
相
談
等
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、
出
張
相
談

も
対
応

詳
細　

公
益
社
団
法
人
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会

☎
０
８
０
０

－

８
０
０

－

２
３
７
８

Ⓜk
ou

ik
isou

d
an

@ain
u
-assn

.or.jp

自
衛
官
候
補
生
を
募
集

応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

受
付
期
限　

６
月
３
日
㈬

試
験
日　

６
月
７
日
㈰

詳
細　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

善
意
の
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
へ

・
小
川
建
設
工
業
㈱（
小
川
哲
也
代
表
取
締
役
）

か
ら
芽
登
集
落
セ
ン
タ
ー
完
成
記
念
と
し
て

�

70
型
液
晶
テ
レ
ビ
・
テ
レ
ビ
台

ご
寄
付
・
ご
寄
贈

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は
６
月
１

日
で
す
。
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
使
用
し

な
い
自
動
車
は
抹
消
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
時
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　

⇓�

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
お
よ
び

運
輸
支
局
で
変
更
手
続
き
を
。

②
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

　

⇓
運
輸
支
局
で
移
転
登
録
を

③
自
動
車
を
廃
車
し
た
と
き

　

⇓
運
輸
支
局
で
抹
消
登
録
を

北
海
道
運
輸
局

Ⓗhttp://w
w

w
tb.m

lit.go.jp/hok
k
aido/
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十
勝
総
合
振
興
局
納
税
課
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（
直
通
）

電
源
開
発
㈱
か
ら
の
お
願
い

　

ダ
ム
か
ら
放
流
を
す
る
と
き
に
は
、
サ
イ

レ
ン
と
ス
ピ
ー
カ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

道の駅と渋谷醸造のコラボ商品販売開始日本一寒い町、北海道陸別町の特産品
「山と森のごちそうカタログ」からのご紹介

　特性のタレで漬け込んだ

「りくべつ鹿ジンギスカン」

　陸別町で獲れたエゾ鹿肉を使用。

　十勝ワインや陸別産の無農薬ブルーベリーを

使った特性のタレに漬け込み熟成させました。

味はマイルド味・ピリ辛味の２種類

各３００ｇ７５０円／５００ｇ９５０円

詳　細　陸別町観光物産館 (道の駅内）

　　　　☎２７－２０１２

　道の駅ステラ★ほんべつでは、渋谷醸造との

コラボ商品として「みたらし団子」を４月２日

から販売しています。

　みたらしのタレには本別町産大豆で作った渋

谷醸造の醤油を使用しており、歯切れの良い団

子生地をひと噛みすれば、中の甘じょっぱいタ

レが口いっぱいに広がり、キレのある醤油感と

コクが感じられる一品です。ぜひ、ご賞味くだ

さい。

３個入り、価格は２１６円（税込み）

詳細・販売場所

　道の駅ステラ★ほんべつ　☎２２－５８１９

●
ご
存
じ
で
す
か
？
が
ん
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

図
書
館
は
本
の
貸
し
出
し
以
外
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

「
が
ん
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
信
頼
で
き
る
が

ん
の
正
し
い
情
報
を
誰
も
が
入
手
で
き
る
よ

う
、
が
ん
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
本
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

＊
が
ん
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

（
調
べ
も
の
コ
ー
ナ
ー
内
）

●
人
気
の
本
は
予
約
を
し
よ
う

　

貸
出
中
の
本
や
雑
誌
は
、
予
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
予
約
方
法
】

・
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
み

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
し
込
み

　

（
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
要
）

h
ttp

://ilisod
001.ap

sel.jp
/ash

oro

●
一
般
書

『
イ
エ
ロ
ー
・
サ
ブ
マ
リ
ン
』

�

小
路　

幸
也

『
あ
し
た
の
華
姫
』�

畠
中　

恵

『
ク
ス
ノ
キ
の
番
人
』�

東
野　

圭
吾

『
は
じ
め
て
の
囲
碁
の
教
科
書
』

�

吉
原　

由
香
里

『
ジ
ブ
リ
美
術
館
も
の
が
た
り
』

�

Ｋ
ａ
ｎ
ｙ
ａ
ｄ
ａ　

Ｐ
ｈ
ａ
ｔ
ａ
ｎ

●
児
童
書

『
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

�

馬
場　

麻
子

『
ド
ラ
え
も
ん
探
求
ワ
ー
ル
ド
ネ
コ
の
不
思
議
』

�

藤
子
プ
ロ

『
い
え
で
で
で
ん
し
ゃ
、し
ゅ
っ
ぱ
つ
し
ん
こ
う
！
』

�

あ
さ
の　

あ
つ
こ

『
か
み
さ
ま
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
』

�

廣
嶋　

玲
子

『
あ
た
ま
と
ん
と
ん
た
た
い
た
ら
』

�

中
川　

ひ
ろ
た
か

『
ぱ
ぱ
ん
が
パ
ン
！
』�

柴
田　

ケ
イ
コ

　

詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

集

お
知
ら
せ

サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
と
き
は
、
川
に
近
づ
く

と
危
険
で
す
の
で
川
か
ら
離
れ
る
と
と
も
に
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細　

電
源
開
発
㈱
上
士
幌
電
力
所

☎
０
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５
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
納
税
が
困
難
な
方
に
対
す
る
道

税
の
猶
予
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
道
税
を
一
時
に
納
税
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
納
税
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ⓗh
ttp

://w
w

w
.p

ref.h
ok

k
aid

o.lg
.jp

/

sm
/zim

/n
ou

fu
/n

ou
fu

501.h
tm

詳
細　

十
勝
総
合
振
興
局
納
税
課

☎
０
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５
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５
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６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月

間
」
で
す

　

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
は
多
数
お

り
ま
す
が
、
そ
の
就
労
状
況
を
み
る
と
、
社

会
保
険
等
の
未
加
入
や
、
適
正
な
労
働
条
件

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
等
の
問
題
が
散
見
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
外

国
人
を
雇
い
入
れ
る
際
は
、
次
の
３
点
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

①
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
で
あ
る
こ

と②
雇
い
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
を
行
う
こ
と

③
労
働
保
険
・
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ

め
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
労
働
施
策
総
合

推
進
法
に
基
づ
く
、
外
国
人
労
働
者
の
適
正

な
雇
用
管
理
の
た
め
の
指
針
を
定
め
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
外
国
人
を
雇
用

す
る
際
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
雇
用
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
２
９
６

帯
広
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
５
５

－

22

－

８
１
０
０

令
和
２
年
度
ア
イ
ヌ
施
策
広
域
相
談
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

道
で
は
、
ア
イ
ヌ
生
活
相
談
員
の
所
在
し

な
い
市
町
村
に
暮
ら
す
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
を

対
象
に
子
弟
の
教
育
や
文
化
の
保
存
伝
承
、

生
活
と
雇
用
の
安
定
と
い
っ
た
ア
イ
ヌ
施
策

全
般
に
わ
た
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
市
町
村
に
暮
ら
す
ア
イ
ヌ
の
人

た
ち
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

・
事
業
の
実
施
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で 町別陸 町別本
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☆皆さんに必要な情報を見やすく読み

やすく、身近に感じられる広報誌づ

くりを目指して少しずつですが紙面

づくりを変更しています。最近、テ

レビ番組に出演した「アユミちゃん」

もさまざまなコーナーで活躍してい

ますので探してみてください。

☆新型コロナウイルス感染症感染拡大

を防止のため、緊急事態宣言が発出

され、本町でも多くのイベントが中

止や延期となっています。感染終息

のためにも手洗いと咳エチケットの

徹底、不要不急の外出自粛が重要で

す。町の対策最新情報は町防災無線

やホームページでお知らせしますの

で確認をお願いします。

今月の表紙

　４月８日㈬に感染症予防のため、間隔を空

けてマスク姿で行われた「足寄小学校入学式」

でのスナップです。� （⇒５ページ）　

消防隊員の新型コロナウイルス

　　　　　感染症対策について

  

　全国的に、新型コロナウイルス

の感染が拡大しています。

　足寄消防署では、救急体制を確

保し住民の皆さんに安心を届ける

ためにすべての救急出動において

隊員の感染防止対策を行っていま

す。隊員が感染防止対策を行って

いても、救急患者が新型コロナウ

イルスに感染しているとは限りま

せんので、誤った情報の拡散は控

えていただきますようお願いしま

す。

詳　細　足寄消防署　　☎25－2619

新型コロナウイルス関連相談窓口のおしらせ

□感染症に関する相談　　福祉課保健推進担当　☎25-2571

□生活相談　　福祉課福祉担当　　　☎25-2216

□中小企業支援

　経済課商工観光エネルギー担当　　☎25-2141（内線 252）

□高齢者に関する相談　　福祉課地域包括支援センター☎25-9200

□税の相談　　住民課収納担当　☎25-2141（内線 237）

□その他　　　福祉課保健福祉室　☎25-2141（内線 140）

　　　　　　開設時間　平日午前８時 35 分～午後５時５分

　　　　　　相談内容をお聞きし、適切な支援をご紹介します。

　次の症状のある方は帯広保健所又は北海道保健福祉部健康安全局

地域保健課にご連絡ください。

・風邪の症状や 37.5℃以上の発熱が４日以上続いている

（解熱剤を飲み続けなければならないときを含みます）

・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある

※高齢者や基礎疾患等のある方は、上の状態が２日程度続く場合

【帰国者・接触者相談センター】

帯広保健所　

　☎0155-26-9084　平日午前８時 45 分～午後５時 30 分

北海道保健福祉部健康安全局地域保健課

　☎011-204-5020　（24時間対応）


